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DP
Cデ
ー
タ
を
利
用
し
た

リ
ス
ク
へ
の
対
応
と
付
加
価
値

増
大

山
形
市
立
病
院
済
生
館

呼
吸
器
内
科

岩
渕

勝
好

内
容

は
じ
め
に
：
が
ん
登
録
へ
の
支
援

リ
ス
ク
へ
の
対
応

付
加
価
値
の
増
大

が
ん
登
録

•
が
ん
登
録
の
入
口
は
ケ
ー
ス
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ

該
当
患
者
を
漏
れ
な
く
、
効
率
的
に

•
ど
の
よ
う
に

該
当
症
例
を
抽
出
し
て
い
ま
す
か

•
退
院
総
括

•
外
来
病
名

→
い
わ
ゆ
る
レ
セ
プ
ト
病
名
：
は
ず
れ
が
多
い

•
診
断
書

•
会
計
情
報

が
ん
に
関
わ
る
診
療
情
報

DP
Cデ
ー
タ

•
EF
フ
ァ
イ
ル

•
放
射
線
治
療

•
抗
が
ん
剤
治
療

•
悪
性
腫
瘍
手
術

•
様
式
１

•
入
院
契
機
病
名
、
最
資
源
病
名
、
併
存
、
な
ど

•
（

EF
フ
ァ
イ
ル
を
作
る
と
き
に
オ
プ
シ
ョ
ン
で
自
費
、
労
災
、

自
賠
責
を
含
む
に
）

1
2

3
4
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考
え
方

(エ
ク
セ
ル
な
ら

)
1)
対
象
と
な
る
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
、
悪
性
腫
瘍
手
術
等
の

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド
を
用
意
す
る

2)
EF
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
す
る

3)
EF
フ
ァ
イ
ル
に
列
を
挿
入
、

vl
oo

ku
p関
数
で

1)
と
結
び
つ
け
る
。

一
致
す
る
コ
ー
ド
が
あ
る
な
ら
該
当
、
な
い
な
ら
エ
ラ
ー

該
当

#N
/A

4)
 エ
ラ
ー
行
を
削
除

→
対
象
と
な
る
行
為
の
み 該
当

問
題
：

EF
は
行
数
が
多
い
、
エ
ク
セ
ル
で
読
め
な
い
こ
と
あ
り
。

定
期
的
に
繰
り
返
す
と
き
の
負
担

Fi
nd

er
お
助
け
セ
ッ
ト

お
助
け
セ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
に
貼
り
付
け
、
リ
ロ
ー
ド

リ
ロ
ー
ド

エ
ク
セ
ル
で
開
く

悪
性
腫
瘍
手
術
、
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療

→
表
示
さ
れ
ま
す

様
式
１
の
病
名
で

Cコ
ー
ド
確
定

様
式
１
の
病
名
で

Cコ
ー
ド
疑
い

登
録
対
象

登
録
候
補

5
6

7
8



20
19
/1
2/
2 3

が
ん
登
録
の
対
象
（
病
理
診
断
）

検
索
し
、
エ
ク
セ
ル
に
し
て
お
く

が
ん
診
療
と
登
録
対
象

病
理
あ
り

ツ
ー
ル
対
象

病
理
で
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

入
院
歴
な
し

病
理
な
し

治
療
な
し

※
保
険
病
名
か
ら
選
択
す
る
の
は
効
率
低
い

入
院
歴
あ
り

手
術

抗
が
ん
剤

放
射
線
治
療

あ
り

1)
在
宅
ま
た
は
救
急
室
で
の
死
亡

→
死
亡
診
断
書

2)
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

→
登
録
対
象
外

内
容

は
じ
め
に
：
が
ん
登
録
へ
の
支
援

リ
ス
ク
へ
の
対
応

付
加
価
値
の
増
大

リ
ス
ク
管
理

―
診
療
中
の
個
人
の

努
力
だ
け
で
は
、
、
、

①
病
理
確
定
し
た
が
ん

治
療
開
始
漏
れ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

②
C
T
（
検
査
目
的
部
位
以
外
の
が
ん

所
見
）

受
診
漏
れ
を
含
め
た
フ
ォ
ロ
ー
管
理
を

ど
の
よ
う
に
す
る
か

③
消
化
器
内
科
以
外
で

H
CV
陽
性

消
化
器
内
科
に
紹
介
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

④
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
お
け
る
抗

が
ん
剤
治
療

ウ
イ
ル
ス
の
再
活
性
化
対
策
は
し
て
ま

す
ね

⑤
警
告
薬
剤
の
使
用

添
付
文
書
に
警
告
の
あ
る
薬
剤
、
副
作

用
の
検
査
は
？

9
10

11
12
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病
理
診
断
リ
ス
ト
と
が
ん
治
療
リ

ス
ト
が
あ
れ
ば
よ
い

な
ん
と
か
な
ら
な
い
か

病
理
で
が
ん
確
定

治
療
あ
り

治
療
な
し

期
間
内

未
治
療
の
疑
い

ど
う
す
る
か

両
者
を
比
較
し
て
、
リ
ス
ト
に
空
白

→
未
治
療
の
疑
い

EF
フ
ァ
イ
ル
で

抗
が
ん
剤
、
放
射
線

治
療
、
悪
性
腫
瘍
手

術
等
の
患
者

ID
を
抽

出

病
理
診
断
リ
ス
ト

（
患
者

ID
、
日
付
）

該
当

エ
ク
セ
ル
な
ら

_1
1)
対
象
と
な
る
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
、
悪
性
腫
瘍
手
術
等
の

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド
を
用
意
す
る

2)
EF
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
す
る

3)
EF
フ
ァ
イ
ル
に
列
を
挿
入
、

vl
oo

ku
p関
数
で

1)
と
結
び
つ
け
る
。

一
致
す
る
コ
ー
ド
が
あ
る
な
ら
該
当
、
な
い
な
ら
エ
ラ
ー

#N
/A

4)
 エ
ラ
ー
行
を
削
除

→
対
象
と
な
る
行
為
の
み

該
当

該
当

エ
ク
セ
ル
な
ら

_2
1)
対
象
と
な
る
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
、
悪
性
腫
瘍
手
術
等
の
み
の

EF
デ
ー
タ
を
用
意

2)
病
理
診
断
リ
ス
ト
（
が
ん
確
定
の
み
）
を
用
意
す
る

3)
病
理
診
断
リ
ス
ト
に
列
を
挿
入
、

vl
oo

ku
p関
数
で

1)
と
結
び
つ
け
る
。

一
致
す
る
コ
ー
ド
が
あ
る
な
ら
該
当
、
な
い
な
ら
エ
ラ
ー

#N
/A

4)
 該
当
行
を
削
除

→
エ
ラ
ー
と
な
る
行
の
み
残
す

該
当 #N

/A

治
療
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性

13
14

15
16
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tr
ac
er
お
助
け
セ
ッ
ト

エ
ク
セ
ル
で
定
期
的
に
す
る
に
は
つ
ら
い
の
で

お
助
け
セ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
に
貼
り
付
け
、
リ
ロ
ー
ド

リ
ロ
ー
ド

エ
ク
セ
ル
で
開
く

病
理
で
悪
性
は
確
定
し
た
が
、
自
院
で
は
放
射
線
も

抗
が
ん
剤
も
悪
性
腫
瘍
手
術
も
受
け
て
い
な
い

確
認
対
象

※
他
の
治
療
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
せ
ん
。

例
肺
癌
化
学
療
法
中
に
胃
が
ん
の
診
断

EF
フ
ァ
イ
ル
の
準
備

19

4月
か
ら

5月
病
理
の
期
間

EF
フ
ァ
イ
ル
は
病
理
の
期
間
を
含
み
、
そ
の
後

2か
月
分
程
度
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

入
院
、
外
来
必
要
で
す
。

例
病
理
の
対
象
期
間

4月
か
ら

5月

EF
フ
ァ
イ
ル

4月
５
月

６
月

７
月

EF
フ
ァ
イ
ル
の
期
間
を
少
し
⾧
く
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

空
白
は
未
治
療
の
可
能
性

カ
ル
テ
を
確
認
し
、
必
要
時
担
当
医
へ
連
絡

病
理
か
ら
が
ん
確
定
を
検
索

医
事
か
ら
が
ん
治
療
を
検
索

17
18

19
20
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薬
剤
師
さ
ん
と
協
力
し
て
み
ま
せ

ん
か
＿
そ
の
１

B型
肝
炎

再
活
性
化

B型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス

免
疫
力

B型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス

免
疫
力

抗
が
ん
剤

B型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス

B型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス

治
療
前

B型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
が
あ
っ
た
と
し
て
も

免
疫
力
に
よ
り
抑
え
ら
れ
て
い
る

治
療
後

抗
が
ん
剤
・
ス
テ
ロ
イ
ド
投
与
に
よ
り
免
疫
力
が
低
下

抑
え
ら
れ
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
増
加
し
肝
炎
が
起
き
る

①
隠
れ
て
い
る
か

②
増
殖
し
始
め
た
か

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
あ
り
ま
す
。

免
疫
抑
制
・
化
学
療
法
に
よ
り
発
症
す
る

B 
型
肝
炎
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

薬
剤
師
さ
ん
と
協
力
し
て
み
ま
せ

ん
か
＿
そ
の

2

定
期
検
査
が
必
要
な
薬
剤

添
付
文
書
上
の
禁
忌

外
来
診
療
の
途
中
院
内
メ
ー
ル

21
22

23
24
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覚
え
て
い
ら
れ
な
い
他
に
も
あ
る

Ｂ
０
０
８
薬
剤
管
理
指
導
料

(７
) 
薬

剤
管

理
指

導
料

を
算

定
し

て
い

る
患

者
に

投
薬

さ
れ

た
医

薬
品

に
つ

い
て

、
当

該
保

険
医

療
機

関
の

薬
剤

師
が

以
下

の
情

報
を

知
っ

た
と

き
は

、
原

則
と

し
て

当
該

薬
剤

師

は
、

速
や

か
に

当
該

患
者

の
診

療
を

担
う
保
険
医
に
対
し
、
当
該
情
報
を
文
書

に
よ
り
提
供
す
る

と
と

も
に

、
当

該
保

険
医

に
相

談
の

上
、

必
要

に
応

じ
、

患
者

に

対
す

る
薬

学
的

管
理

指
導

を
行

う
も

の
と

す
る

。

ア
緊

急
安

全
性

情
報

、
安

全
性

速
報

イ
医

薬
品

・
医

療
機

器
等

安
全

性
情

報

通
知

（
周
知
す
る
の
が
仕
事
）

DP
C的
に
考
え
る

薬
剤
リ
ス
ト

検
査
項
目
リ
ス
ト

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド

名
称

解
釈
番
号
区
分
番
号
枝
番
項
番
点
数

16
00

22
61

0
Ａ
Ｌ
Ｔ

D
00

7
00

03
17

16
00

19
21

0
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

D
00

7
00

01
11

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド
さ
え

手
に
は
入
れ
ば

EF
フ
ァ
イ
ル
に
持
ち
込
め
る

マ
ス
タ
が
必
要
な
か
た
は
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
処
方
デ
ー
タ
後
、
当
月
や
翌
月
に

検
査
オ
ー
ダ
が
あ
る
か

空
白
は
未
検
査
の
可
能
性

必
要
時
薬
剤
師
へ
連
絡

処
方
を
検
索

検
査
を
検
索

25
26

27
28
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外
来

検
査

入
院

手
術

後
治
療

在
宅

29

診
療
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
の
監
査
が
望
ま
れ
る

病
理

が
ん
治
療

処
方

副
作
用

H
BV

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

リ
ス
ク
へ
の
対
応

漏
れ
に
気
づ
く
こ
と

外
来

検
査

入
院

手
術

後
治
療

在
宅

現
場
で
漏
れ
に
気
づ
く
こ
と
は
困
難

冷
静
な
視
点
が
必
要

漏
れ
に
気
づ
く
に
は

も
と
に
な
る
対
象

を
明
確
に
す
る

関
連
事
象

↑
大
事

内
容

は
じ
め
に
：
が
ん
登
録
へ
の
支
援

リ
ス
ク
へ
の
対
応

付
加
価
値
の
増
大

付
加
価
値

―
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ

せ
れ
ば
価
値
が
生
ま
れ
る

①
診
療
区
分
（
い
る
こ
と
）

稼
働
率

病
床
、
重
症
加
算

②
付
加
価
値

総
合
入
院
体
制
加
算

不
穏
・
せ
ん
妄
と
精
神
科
診
察

③
診
療
区
分
（
す
る
こ
と
）

イ
ン
ア
ウ
ト
比
較

診
療
材
料
・
薬
品
の
請
求
比
率

④
異
な
る
部
署
間
で
の
橋
渡
し

が
ん
患
者
指
導
管
理
料

認
知
症
ケ
ア
加
算

同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も
よ
り
価
値
の
あ
る
や
り
方
へ

診
療
の
質
向
上
へ
の
貢
献
（
経
営
上
の
付
加
価
値
）

29
30

31
32
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診
療
区
分
の
話

医
療
行
為
は
何
等
か
の
形
で
医
事
会
計
（
レ
セ
プ
ト
）
に
反
映
さ

れ
る
。

診
療
区
分

解
釈
本
記
号

内
容

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド
上
3
桁
（
代
表
例
）

1
1

A
初
診

1
1
1

1
2

外
来
診
療
料
、
再
診

1
1
2

1
3

B
指
導
管
理
料

1
1
3

1
4

C
在
宅
指
導
管
理
料

1
1
4

2
1

F

調
剤
料
（
内
服
薬
・
浸
煎
薬
・
屯
服
薬
）

1
2
0

2
3

調
剤
料
（
外
用
薬
）

2
4

調
剤
料
（
入
院
）

2
5

処
方
料
（
そ
の
他
）

2
6

調
剤
料
（
麻
・
向
・
覚
・
毒
）
（
入
院
外
）

2
7

調
基
（
入
院
）

3
1

G

皮
内
、
皮
下
、
筋
肉
内
注
射

1
3
0

3
2

静
脈
内
注
射

3
3

点
滴
注
射

4
0

J
処
置

1
4
0

5
0

K
手
術

1
5
0

5
4

L
麻
酔

6
0

D
検
査

1
6
0

N
病
理

7
0

E
画
像
、
放
射
線
検
査

1
7
0

8
0

F
処
方
せ
ん
料

1
2
0

I
精
神
療
法

1
8
0

H
リ
ハ
ビ
リ

M
放
射
線
照
射

9
0

A
入
院
基
本
料

1
9
0

9
2

入
院
加
算

9
3

包
括
入
院
基
本
料
（
Ｄ
フ
ァ
イ
ル
）

9
3
0

9
7

食
事

1
9
7

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

気
づ
き
に
く
い
状
況
に
ア
プ
ロ
ー
チ

医
事
課
的
に
は
二
つ
の
病
床
は
異
な
り
ま
す
。
な
ん
で
し
ょ
う
。

第
一
段
階

病
床
が
埋
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
か

第
二
段
階

よ
り
価
値
を
上
げ
ら
れ
な
い
か

33
34

35
36
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入
院

3日
以
内
の

精
神
科
医
診
察

２
０
件

救
急
室
が
あ
る

様
式
１

来
院
方
法

：
救
急
車

こ
こ
ま
で
は

O
K

病
院
な
の
だ
か
ら

来
院
方
法

：
救
急
車

転
帰

：
入
院 入
院

3日
以
内
の
精
神
科
医
の
診
察

年
間
２
０
件
以
上

ま
さ
か
、
精
神
科
の
診
察
記
事
を
み
る
？

37
38

39
40
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様
式
１
＋

EF
フ
ァ
イ
ル

複
数
の
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
問
題
の
解
決
に
あ
た
る
こ
と
が
で
き
る

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
ど
こ
で
入
力
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
活
用
の
一
歩

様
式
１
か
ら
救
急
車
来
院
を
検
索

3日
以
内
の
精
神
科
診
療

A2
48

2
I0

01
（
歯
科
を
除
く
に
注
意
）

A3
00

5
A3

00
6

A3
00

7
A3

00
8

付
加
価
値
増
大
へ

年
間

20
件
に
満
た
な
い
場
合
に
は
？

通
知
を
医
局
に
貼
る
？

院
内
メ
ー
ル
を
流
す

医
局
に
い
っ
て
説
明
す
る
？

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
あ
る
か
を
把
握
し
て
お
く
と

救
急
車
で
来
院
後
、
当
日
ま
た
は
翌
日
リ
ス
パ
ダ
ー
ル
内
服

様
式
１
：
救
急
車
来
院

→
入
院
を
検
索

EF
か
ら
薬
剤
を
検
索

精
神
科
の
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い

→
診
療
上
の
付
加
価
値
増
大

（
結
果
と
し
て
、
施
設
基
準

→
経
営
上
の
付
加
価
値
増
大
）

①
漏
れ
の
把
握

→
診
療
支
援

②
実
績
把
握

→
施
設
基
準
達
成
へ
の
見
積

診
療
区
分

解
釈
本
記
号

内
容

レ
セ
プ
ト
電
算
コ
ー
ド
上
3
桁
（
代
表
例
）

1
1

A
初
診

1
1
1

1
2

外
来
診
療
料
、
再
診

1
1
2

1
3

B
指
導
管
理
料

1
1
3

1
4

C
在
宅
指
導
管
理
料

1
1
4

2
1

F

調
剤
料
（
内
服
薬
・
浸
煎
薬
・
屯
服
薬
）

1
2
0

2
3

調
剤
料
（
外
用
薬
）

2
4

調
剤
料
（
入
院
）

2
5

処
方
料
（
そ
の
他
）

2
6

調
剤
料
（
麻
・
向
・
覚
・
毒
）
（
入
院
外
）

2
7

調
基
（
入
院
）

3
1

G

皮
内
、
皮
下
、
筋
肉
内
注
射

1
3
0

3
2

静
脈
内
注
射

3
3

点
滴
注
射

4
0

J
処
置

1
4
0

5
0

K
手
術

1
5
0

5
4

L
麻
酔

6
0

D
検
査

1
6
0

N
病
理

7
0

E
画
像
、
放
射
線
検
査

1
7
0

8
0

F
処
方
せ
ん
料

1
2
0

I
精
神
療
法

1
8
0

H
リ
ハ
ビ
リ

M
放
射
線
照
射

9
0

A
入
院
基
本
料

1
9
0

9
2

入
院
加
算

9
3

包
括
入
院
基
本
料
（
Ｄ
フ
ァ
イ
ル
）

9
3
0

9
7

食
事

1
9
7

職
員
が
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
入

41
42

43
44
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認
知
症
ケ
ア
加
算

病
棟
と
認
知
症
ケ
ア
チ
ー
ム
の
架
け
橋
と
な
る

（
D

PC
デ
ー
タ
を
介
し
て
）

診
療
報
酬

ht
tp

:/
/s

hi
ro

bo
n.

ne
t/

30
/i

ka
_1

_2
_2

/a
24

7.
ht

m
l

ラ
ウ
ン
ド
漏
れ
・
会
計
漏
れ

診
療
情
報
か
ら
気
づ
け
る

様
式
１
：
自
立
ラ
ン
ク

III
以
上
検
索

EF
か
ら
加
算
を
検
索

が
ん
患
者
指
導
管
理
料
１

病
理
と
診
察
室
の
架
け
橋
と
な
る

（
医
事
デ
ー
タ
を
介
し
て
）

45
46
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48



20
19
/1
2/
2 13

ht
tp

s:
//

sh
iro

bo
n.

ne
t/

r0
1/

ik
a_

2_
1_

b0
01

/b
00

1_
23

.h
tm

l

病
理
で
が
ん
確
定
を
検
索
（
☆
）

医
事
か
ら
管
理
料
を
検
索

主
治
医
と
次
回
予
約
日
確
認

未
算
定
患
者
の
認
定
看
護
師
に
伝
え
る

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か

医
師

患
者

さ
ん

医
師

患
者

さ
ん

認
定
看

護
師

時
間
が
十
分
と
れ
な
い
か
も

患
者

さ
ん

認
定
看

護
師

別
室

文
書
付
き
で
じ
っ
く
り

診
察
室

診
察
室

付
加
価
値
の
増
大

架
け
橋
に
な
る
こ
と

外
来

検
査

入
院

手
術

後
治
療

在
宅

病
理

告
知

認
知
症

ラ
ウ
ン
ド

購
買

医
事
請
求

救
急

精
神
科

病
院
業
務
は
複
数
の
部
署
の
協
働
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

連
携
が
う
ま
く
い
け
ば
付
加
価
値
は
増
大
す
る
。

49
50
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異
な
る
背
景
を
生
か
し
、
院
内
で

の
役
割
分
担
へ

診
療
現
場

◇
（
法
令
・
規
定
を
読
み
込
ん
で
）

マ
ス
タ
や
デ
ー
タ
を
利
用
し
て

該
当
症
例
を
抽
出

適
切
な
役
割
分
担
を

診
療
情
報
管
理

（
D

PC
デ
ー
タ
）

◇
該
当
症
例
が
分
か
れ
ば

実
行
に
移
す
の
は
慣
れ
て
い
る

リ
ス
ク
へ
の
対
応

付
加
価
値
の
増
大

診
療
の
質
管
理
と
は
、
リ
ス
ク
へ
の
対
応
や
付
加
価
値
増
大
を
目
指
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

DP
Cデ
ー
タ
を
利
用
し
職
場
の
架
け
橋
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

発
表
の
機
会
を
い
た
だ
い
た

D
PC
デ
ー
タ
調
査
研
究
班
の
先
生
が
た
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

53
54


